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古
座
川
の
秋
ま
つ
り
を
、
１１

月

日
（
日
曜
日
／
９
時
～

２５

１４

時
）
明
神
小
、
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
・
体
育
館
に
お
き
ま
し
て
開

催
し
ま
す
。

農
林
産
物
や
加
工
品
の
展
示

即
売
を
は
じ
め
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛

だ
く
さ
ん
な
内
容
で
お
迎
え
致

し
ま
す
。
町
民
の
皆
様
も
、
出

来
る
だ
け
多
く
の
催
し
に
参

加
・
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
て

下
さ
い
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

９
月

日
三
尾
川
生
活
改
善

２７

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
古
座
消

防
署
署
員
４
名
の
指
導
で
三
尾

川
地
域
の
一
般
住
民
を
対
象
と

し
て
心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含

め
た
）
の
一
般
講
習
会
を
行
い

名
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

３８
今
後
、
身
近
な
方
が
突
然
に

心
臓
停
止
状
態
と
な
っ
た
と

き
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
迅

速
な
一
次
救
命
処
置
を
習
得
し

て
い
た
だ
け
た
も
の
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

地
域
内
の
各
種
団
体
で
心
肺

蘇
生
法
に
つ
い
て
指
導
を
希
望

さ
れ
る
団
体
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
役
場
総
務
課
（
７
２
倆
０

１
８
０
）
又
は
古
座
消
防
署
七

川
分
駐
所
（
７
６
倆０
１
１
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
心
肺
蘇
生
法
】

心
臓
と
肺
の
機
能
を
他
動
的

に
維
持
さ
せ
る
こ
と
で
、
脳
の

機
能
（
人
間
の
脳
組
織
は
４
～

６
分
で
元
に
は
戻
ら
な
い
よ
う

な
変
化
を
き
た
す
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。）を
維
持
、回
復
さ
せ

る
た
め
、
気
道
確
保
→
人
工
呼

吸
→
循
環（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

が
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。

【
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）】心臓

が
け
い
れ
ん
し
血
液
を

流
す
ポ
ン
プ
機
能
を
失
っ
た
状

態（
心
室
細
動
）に
な
っ
た
心
臓

に
対
し
て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す
た

め
の
医
療
機
器
で
す
。
２
０
０

４
年
７
月
よ
り
医
療
従
事
者
で

な
い
一
般
住
民
で
も
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
病
院
や
診
療

所
、
救
急
車
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
空
港
、
駅
、
公
共
施
設
等

人
が
多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
を
中

心
に
設
置
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
操
作
方
法
を
音

声
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
る
た
め
簡

単
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
心
臓
の
動
き
（
心

電
図
）
を
自
動
解
析
し
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
方
の
み

に
、
救
助
者
が
ボ
タ
ン
を
押
し

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
流
す
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
の
で
安
心
し
て

使
用
で
き
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
は
、

月
１

１０

日
か
ら
一
般
の
皆
様
へ
提
供
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

Q
．
緊
急
地
震
速
報
と
は
？

A
．
気
象
庁
か
ら
最
大
震
度
５

弱
以
上
と
推
定
し
た
地
震
の
際

に
、強
い
揺
れ（
震
度
４
以
上
）

の
地
域
の
名
前
を
強
い
揺
れ
が

来
る
前
（
数
秒
～
数
十
秒
前
）

に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
震
源
に
近
い
地
域

で
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

Q
．
住
民
の
方
は
そ
の
情
報
を

ど
こ
か
ら
入
手
す
る
の
？

A
．
N
H
K
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
に
て
速
報
さ
れ
ま
す
。

今
後
民
間
放
送
、
携
帯
電
話
な

ど
で
速
報
さ
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

携
帯
電
話
各
社
等
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q
．
住
民
の
方
は
ど
の
よ
う
に

利
用
す
る
の
？

A
．
住
民
の
皆
さ
ん
が
緊
急
地

震
速
報
を
見
聞
き
し
て
か
ら
、

強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
短
い

時
間
に
、
あ
わ
て
ず
周
囲
の
状

況
に
応
じ
て
、
ま
ず
身
の
安
全

確
保
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
た
め
、
身
を
守
る
行
動
を
取

る
に
は
次
の
よ
う
な
事
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
家
庭
で
は
、
あ
わ
て
て
外
へ

飛
び
出
さ
な
い
で
、
頭
を
保
護

し
丈
夫
な
机
の
下
な
ど
に
隠
れ

る
。

②
自
動
車
運
転
中
は
あ
わ
て
て

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い
で
、
ハ

ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
、
揺

れ
を
感
じ
た
ら
ゆ
っ
く
り
停
止

し
ま
す
。

③
鉄
道
・
バ
ス
乗
車
中
は
、
つ

り
革
、
手
す
り
に
し
っ
か
り
つ

か
ま
る
。

④
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、
最
寄

り
の
階
で
停
止
さ
せ
す
ぐ
に
降

り
る
。

⑤
人
が
お
お
ぜ
い
い
る
施
設
で

は
、
あ
わ
て
て
出
口
に
走
り
出

さ
な
い
で
、
係
員
の
指
示
に
従

い
落
ち
つ
い
て
行
動
す
る
。

⑥
屋
外
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒

壊
等
に
注
意
す
る
と
共
に
、
街

中
で
は
看
板
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス

の
落
下
に
注
意
し
、
ビ
ル
の
そ

ば
か
ら
離
れ
る
。

⑦
山
や
が
け
付
近
で
は
、
落
石

や
が
け
崩
れ
に
注
意
す
る
。

最
近
、「
市
町
村
の
防
災
セ

ン
タ
ー
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業

者
か
ら
の
依
頼
で
す
」
な
ど
と

名
乗
っ
て
、「
緊
急
地
震
速
報
」

の
受
信
装
置
を
家
庭
へ
設
置
す

る
こ
と
を
行
政
が
義
務
化
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
説
明
を
行

い
、
販
売
し
よ
う
と
す
る
業
者

が
現
れ
て
い
る
と
の
情
報
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
気
象
庁
・
県
・
市

町
村
・
消
防
署
で
は
、
住
民
の

み
な
さ
ま
に
受
信
装
置
の
設
置

等
を
義
務
付
け
た
り
、
あ
っ
せ

ん
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
「
緊
急
地
震
速
報
」
の
受
信

装
置
の
設
置
を
義
務
化
し
て
い

る
な
ど
と
話
す
業
者
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

e
倆
T
A
X
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
国
税
に
関

す
る
申
告
や
納
税
、
申
請
・
届

出
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

ご
利
用
で
き
る
手
続
き

①
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士

事
務
所
か
ら
所
得
税
、
法
人

税
、
消
費
税
、
酒
税
及
び
印
紙

税
の
申
告
が
で
き
ま
す
。

②
す
べ
て
の
税
目
の
納
税
が
で

き
ま
す
。

③
申
請・届
出
等
が
で
き
ま
す
。

（
注
）e
倆
T
A
X
の
ご
利
用

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
開
始
届
出

書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

e
倆
T
A
X
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w.e-tax.nta.go.

jpe
倆T
A
X
（
国
税
電
子
申
告・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

新
宮
税
務
署

総
務
課

℡

０
７
３
５
―
２
２
―
５
２
６
２

◎
扶
養
親
族
等
申
告
書
は
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
の
う
ち
、
そ
の
年
に
受
け
取

る
年
金
額
が
１
０
８
万
円
以
上

（

歳
以
上
の
方
は
１
５
８
万

６５円
以
上
）の
方
に
対
し
、「
公
的

年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
が

月
中
に
社
会

１０

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成

年
に
支
払

20

わ
れ
る
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

る
所
得
税
額
を
決
め
る
際
に
、

所
得
控
除
す
る
も
の
が
あ
る
か

ど
う
か
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
申
告
書
が
出
て
い
な

2007

No.9910
第
回
古
座
川
の

第
回
古
座
川
の
秋秋

２２２２
ま
つ
り
で
楽
し
い
ひ

ま
つ
り
で
楽
し
い
ひ
とと

と
き
を
満
喫
し
て
く

と
き
を
満
喫
し
て
く
だだ

ささ
いい

心
肺肺
蘇
生
法
一
般
講
習
会

心
肺
蘇
生
法
一
般
講
習
会
をを

開開
催催催

緊
急
地
震
速

緊
急
地
震
速
報報

ee
倆倆
T
A
X
T
A
X（
便
利
な
オ
ン

（
便
利
な
オ
ン
ララ

イ
ン
シ
ス
テ
ム
）の
お
知
ら

イ
ン
シ
ス
テ
ム
）の
お
知
ら
せせ

国
民
年
金
よ
り
お
知
ら

国
民
年
金
よ
り
お
知
ら
せせ

～
年
金
受
給
者
の
皆
様
へ

～
年
金
受
給
者
の
皆
様
へ
～～
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い
と
き
は
、
申
告
書
を
出
し
た

場
合
に
比
べ
て
、
年
金
か
ら
所

得
税
が
多
く
差
し
引
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

月
３
日
ま
で
に
、
必
ず
提

１２
出
し
て
下
さ
い
。

※
前
年
の
申
告
内
容
に
変
更
の

な
い
方
も
提
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
住
所
が
変
わ
っ
た
際
は

年
金
の
住
所
変
更
も
必
要
で
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、「
裁
定

請
求
書
の
事
前
送
付
」
や
「
５８

歳
通
知
」「
年
金
見
込
額
の
提

供
」「

歳
通
知
」
と
い
っ
た

３５

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
は
郵
送
で
お
届
け
し
て
お

り
ま
す
。

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
す
る

書
類
を
皆
様
に
正
確
に
受
け

取
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
住

所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
年
金

の
住
所
変
更
の
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
届
出
先
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
→
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場

国
民
年
金
の
係
へ

◎
厚
生
年
金
に
加
入
中
の
方
→

勤
務
先
を
通
じ
て
管
轄
の
社
会

保
険
事
務
所
へ

◎
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険

者
→
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ

て
管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所
へ

◎
年
金
受
給
者
及
び
年
金
受
給

待
機
者
→
お
住
ま
い
を
管
轄
す

る
社
会
保
険
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
は
『
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
』
へ
！

0
5
7
0
倆
0
5
倆
1
1
6
5

（
受
付
時
間
）

月
～
金
曜
日
は
午
前
８
：

～
３０

午
後
５
：
１５

た
だ
し
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が

休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）
は
午

後
７
時
ま
で
受
付

第
２
土
曜
日
は
午
前
９
：
３
０

～
午
後
４
：
０
０

＊
毎
年

月
の
第
２
・
第
４
の

11

土
曜
日
、
日
曜
日
は
午
前
９
：

３
０
～
午
後
４
：
０
０

＊
祝
日
、

月

日
～
1
月
３

12

29

日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

阪
和
自
動
車
道
み
な
べ
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
か
ら

南
紀
田
辺
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
ま
で
の
間
（
５
・
８

k
m
）
が
平
成

年

月

日

19

11

11

（
日
）
時
に
開
通
し
ま
す
。

15
あ
わ
せ
て
ア
ク
セ
ス
道
路
と

な
る
一
般
国
道

号
田
辺
西
バ

42

イ
パ
ス
の
一
部
（
延
長
0
・
6

・
国
土
交
通
省
施
行
）
も
開

km通
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
地
域
の
皆
様
、
並
び
に

関
係
機
関
の
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
開
通
に
よ
り
次
の
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
阪
和
自
動
車
道
（
み
な
べ
Ｉ

Ｃ
～
南
紀
田
辺
Ｉ
Ｃ
）
の
開
通

で
京
阪
神
圏
と
和
歌
山
県
南
部

地
域
（
紀
南
地
域
）
に
お
け
る

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が

図
ら
れ
、
東
南
海
・
南
海
地
震

発
生
時
に
は
一
般
国
道
4
2
号

と
連
携
し
て
、
緊
急
輸
送
路
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

②
今
回
の
開
通
に
よ
り
、
供
用

中
の
近
畿
自
動
車
道
及
び
湯
浅

御
坊
道
路
と
連
携
し
、
大
阪
・

和
歌
山
市
か
ら
の
時
間
短
縮
及

び
夏
場
の
一
般
国
道
4
2
号
の

渋
滞
緩
和
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
本
区
間
の
開
通
に
伴

い
、
Ｃ
２Ｏ
の
削
減
効
果
と
し
て

約
2
、
8
0
0
t
／
年
が
見
込

ま
れ
、
こ
れ
は
約
5
0
0
世
帯

の
年
間
排
出
量
に
相
当
し
ま

す
。

③
紀
南
地
域
に
は
恵
ま
れ
た
観

光
資
源
や
農
林
・
水
産
物
が
多

く
あ
り
ま
す
。
今
回
の
開
通
に

よ
り
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
向
上
す
る
こ
と
で
、
物
流
の

効
率
化
が
図
ら
れ
、
地
域
産
業

の
活
性
化
お
よ
び
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

関
西
支
社

田
辺
工
事
事
務
所
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倆
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倆
１
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４
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■
区

間
／
貝
塚
Ｉ
Ｃ
～
吉
備

Ｉ
Ｃ
、
泉
佐
野
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
り
ん

く
う
Ｊ
Ｃ
Ｔ

■
時
間
帯
／
平
日

時
～

時

１５

１７

■
対

象
／
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
限
定

※
た
だ
し
、
右
記
Ｉ
Ｃ
間
の
み

の
走
行
に
限
り
、
割
引
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／

近
畿
地
区
高
速
道
路
料
金
社
会

実
験
協
議
会
事
務
局
（
近
畿
地

方
整
備
局
道
路
部
道
路
計
画
第

二
課
内
）

℡
０
６
倆
６
９
４
２
倆
１
１
４

１■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

http://w
w
w.w
-nexco.co.

jp

本
年
９
月

日
か
ら
和
歌
山

１１

県
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

が
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
町
村
配

置
の
端
末
に
市
町
村
が
入
力
し

た
災
害
情
報
を
、
携
帯
メ
ー
ル

で
受
信
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
メ
ー
ル
情
報
を
受

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
に

と
っ
て
必
要
な
情
報
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

メ
ー
ル
受
信
の
た
め
の
詳
し
い

登
録
方
法
に
つ
い
て
は
、
和
歌

山
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
、「
防
災
わ
か
や
ま
」
→
「
携

帯
へ
メ
ー
ル
配
信
」
と
進
ん
で

下
さ
い
。

regist@
bousai.pref.w

aka
yam
a.lg.jp

上
記
ア
ド
レ
ス
に
、
そ
の
ま
ま

メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

（
件
名
・
本
文
は
不
要
で
す
。）

以
下
の
Q
R
コ
ー
ド
を
携
帯

電
話
で
読
み
込
ん
で
メ
ー
ル

を
送
信
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。詳

し
く
は

http://w
w
w.pref.w

akaya
m
a.lg.jp/bousai/disaster/
com

m
on/static/index-in

ternet.htm
l

を
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
、
防
犯
関
係
に
つ
い
て

は
、
和
歌
山
県
警
が
「
イ
ー

サ
ー
チ（
e
倆s
e
a
r
c
h
）」と

い
う
メ
ー
ル
配
信
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
、
イ
ー
サ
ー
チ
と
は
、

お
使
い
に
な
っ
て
い
る
携
帯
電

話
に
警
察
か
ら
事
件
事
故
等
の

情
報
を
電
子
メ
ー
ル
で
送
信

し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
日
常
生

活
の
身
近
な
安
全
情
報
を
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

メ
ー
ル
受
信
の
た
め
の
詳
し

い
登
録
方
法
に
つ
い
て
は
、
和

歌
山
県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は

http://w
w
w.police.w

aka
yam
a.w
akayam

a.jp/e-sea
rch/e-search.htm

l

を
ご
覧
下
さ
い
。

平
成

年

月
1
日
付
け
で
職

19

10

員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。

○
住
民
福
祉
課

西
畑

真
大

（
新
規
採
用
）

人
事
異

人
事
異
動動

地震の規模を示すマグニチュードと地表での揺れの程度を示す震度は別物です。
マグニチュードが大きくても震源が遠い場合や深い場合は、震度は小さく、マグニ
チュードが小さくても震源が近い場合や浅い場合は、震度は大きくなります。

想定される被害等震 度
・人は揺れを感じない。0
・屋内にいる人の一部が、わずかな揺れを感じる。1 ・部屋にいる人の多くが揺れを感じる。
・つり下がった電灯などがわずかに揺れる。2
・屋内にいる人のほとんどが揺れを感じる。

3 ・棚にある食器類が音を立てることがある。
・電線が少し揺れる。
・かなりの恐怖感がある。

4 ・つり下げてある物は大きく揺れ、棚にある食器類が音を立てることがある。
・電線が大きく揺れ、歩いている人も揺れを感じる。
・棚にある食器類、書棚の本が落ちることがある。

5弱 ・窓ガラスが割れることがある。
・電柱が揺れているのがわかる。
・多くの人が行動に支障を感じる。

5強 ・タンスなどの重い家具や自動販売機が倒れることがある。
・自動車の運転が困難となる。
・立っていることが困難になる。

6弱 ・壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する。
・耐震性の低い木造住宅では、倒壊するものがある。
・はわないと動くことができない。

6強 ・固定していない家具のほとんどが移動、転倒する。
・耐震性の低い住宅でも、壁や柱が破損するものがかなりある。

◇地震の揺れと想定される被害

≪防災一口メモ１２≫
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和
自
動
車
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料

阪
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自
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車
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割
引
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割
引
％
Ｏ
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会
実
験
実
施
中

会
実
験
実
施
中
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携
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を
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用
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た
ラ

携
帯
電
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し
た
ラ
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フ
ラ
イ
ン
メ
ー
ル
に
つ
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フ
ラ
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ン
メ
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ル
に
つ
い
てて


